
児童生徒の思考と活動の流れ 教師の支援と評価

・火災について知っていることを聞く。

・火災が起こった時の消火、避難について
知っていることを話し合う。

・番組内で紹介されている最新の放水技術
の写真を提示し、他に考えられる消防技
術を予想し、話し合う。

・新しく知った消防技術の最前線とその詳
細についてメモをとりながら視聴するよ
うに助言する。

・一番印象に残った技術とその理由をグ
ループで交流、発表する場を設定する。

【思考・判断・表現】
消防技術の最前線を知ることから、技術
の進化の裏にある人の思いやしくみ・理
論の理解について考えることができたか。

・消防技術開発の根本には、人の命を救い
たいという「思い」があることに着目でき
るようにする。
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防災
消防技術の最前線を知り、
人の命を救う科学技術に迫る

  対象校種  　中学校　　  対象教科  　学級活動

［授業時間 50分］　まるごと視聴

コラム 原発事故の長期にわたる被害の実態から問われていることとは
　　　　『ＥＴＶ特集　忘却に抗う　～福島原発裁判・原告たちの記録～』

福島第一原発の事故は、発生から７年を経た番組放送時にも被災者に大きな影を落としていました。地元の魚を扱え
ないスーパー、父親が自殺した農家、放射能汚染された新築の自宅、離婚して沖縄に転居した女性。事故から年月が経
つにつれ、被害の実態は復興の名のもとに忘れ去られています。被災者の肉声を通して知る、今なお続く事故の影響
は、番組を見る者に大きな衝撃を与えます。また、「風評被害」という言葉のもつ意味と危うさについても考えさせられ
ます。私たちが忘れてはいけないこと、事故から学ぶべきことが学べる番組です。

歴史上の大火
近年の大規模火災

放火事件

避難の方法　　避難の留意点

他にどんな技術があるのだろうか？

人の命を守る技術についてもっと調べたり、考えたりしたい

火災が起こった時、
消火活動はどのように
行われるのだろう

消防服 ロボット 人工知能 通報機能 消防車の�
機能

消防技術の最前線について知りたい

番組まるごと視聴（30分）

人工知能 耐熱カバー 放水技術 空気での消火 酢の消化器

解決したい問題� 技術
・火元に近づけない� ・人工知能、熱を冷やす耐熱カバー
・泡が届かない� ・二重構造のホース
・水がない� ・酸素濃度を利用した消火
・油が再発火する� ・「強化液」

・�放水技術の他にも、人工知能を使ったロボット消防システムや酸素濃度
をコントロールする空気での消火などの技術がある。
・�新しい消防技術は、「解決したい問題を明確にすること」、「しくみ・理論を
理解すること」によって進化してきた。科学技術の進歩と人命を助けたい
という「思い」が合わさって、人命を救う技術が発展する。

しくみ・理論
の理解

コラム 東日本大震災における被災地復興、感動の記録
　　　　『証言記録　東日本大震災　第60回　岩手県大船渡市　町よ甦れ！　ガレキとの総力戦』

東日本大震災の大津波で、岩手県大船渡市はガレキに覆いつくされてしまいました。
復興のためには大量のガレキを処理しなければなりません。ガレキをセメントに再生する案が出されましたが、被災し
た地元のセメント工場への送電網は壊滅的な状態でした。阪神淡路大震災の経験を踏まえて挑戦する大阪の産業廃
棄物処理業者、地元の建設業者、セメント工場、市民が連携し、不可能と思われるプロジェクトを成し遂げます。復興に
は「技術」と「強い気持ち」の両方が必要であることを教えてくれる番組です。


